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は
じ
め
に

　

菊
は
皇
室
や
日
本
文
化
の
象
徴
と
し
て
、
桜
と
並
び
立
つ
日
本
の
国
花
と
も

称
さ
れ
る
植
物
で
あ
る
。
中
国
を
原
産
と
す
る
菊
は
、
日
本
に
奈
良
時
代
後
半

か
ら
平
安
時
代
初
頭
に
か
け
て
渡
来
し
、
公
家
た
ち
の
間
で
親
し
ま
れ
た
。
菊

を
栽
培
・
観
賞
す
る
文
化
は
徐
々
に
庶
民
に
も
広
ま
り
、
江
戸
時
代
、
一
八
世

紀
に
入
り
一
挙
に
開
花
し
た
。
栽
培
し
た
菊
を
見
せ
合
う
菊
合
（
品
評
会
）
が

盛
ん
に
開
催
さ
れ
、
古
典
菊
が
創
出
・
改
良
さ
れ
た
。
一
九
世
紀
初
頭
の
文
化

年
間
に
は
、
植
木
屋
に
よ
っ
て
菊
人
形
の
菊
細
工
が
生
み
出
さ
れ
、
菊
見
は
明

治
以
降
に
も
広
く
人
気
を
博
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
う
し
た
前
近
代
の
菊
の
歴
史
に
関
す
る
研
究
（
１
）や
、
菊
と
対
比
さ

れ
る
桜
の
近
現
代
史）

2
（

を
顧
み
る
と
意
外
な
ほ
ど
に
、
近
代
日
本
に
お
け
る
菊
の

栽
培
や
受
容
の
歴
史
学
的
な
検
討
は
進
ん
で
い
な
い
。
植
物
と
し
て
の
菊
の
性

質
に
関
す
る
植
物
学
の
研
究
を
除
く
と
、
左
記
の
三
つ
の
視
角
が
存
在
す
る
。

　

第
一
に
、
一
九
～
二
〇
世
紀
の
園
芸
文
化
に
関
す
る
平
野
恵
氏
の
研
究
が
挙

げ
ら
れ
る
。
平
野
氏
は
江
戸
時
代
に
菊
人
形
の
創
出
・
流
行
を
担
っ
た
江
戸
北

郊
の
巣
鴨
・
団
子
坂
の
植
木
屋
に
つ
い
て
検
討
し
、
都
市
型
の
植
木
屋
と
し
て

の
商
業
的
な
活
動
の
様
子
を
明
ら
か
に
し
た
。
団
子
坂
の
菊
見
・
菊
人
形
は
明

治
期
に
隆
盛
を
誇
っ
た
が
、
明
治
末
年
に
菊
人
形
興
行
が
両
国
国
技
館
に
移
り
、

関
東
大
震
災
を
機
に
植
木
屋
も
大
宮
盆
栽
村
に
移
転
し
た
こ
と
も
指
摘
し
た
（
３
）。

二
〇
世
紀
の
花
卉
産
業
に
関
す
る
通
史
で
は
、
朝
顔
と
菊
の
栽
培
熱
の
広
ま
り

や
、
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
洋
菊
の
輸
入
へ
の
対
抗
意
識
に
触
れ
て
い
る）

4
（

。

　

第
二
に
、
こ
の
園
芸
の
国
際
性
と
も
言
う
べ
き
点
に
つ
い
て
は
白
幡
洋
三
郎

氏
が
光
を
当
て
て
い
る
。
一
九
世
紀
の
欧
米
で
は
、
貴
重
な
植
物
を
集
め
て
愛

好
す
る
趣
味
が
広
ま
り
、
世
界
各
地
に
プ
ラ
ン
ト
ハ
ン
タ
ー
が
派
遣
さ
れ
た
。

中
国
か
ら
欧
米
に
伝
わ
っ
た
菊
は
人
気
を
博
し
て
お
り
、
日
本
の
開
国
後
、
プ

ラ
ン
ト
ハ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
日
本
で
改
良
さ
れ
た
菊
の
品
種
が
収
集
さ
れ
た
こ

と
を
指
摘
し
た
（
５
）
。
ま
た
白
幡
氏
は
、
一
九
〇
〇
年
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
園
芸
部

門
に
、
菊
が
有
望
な
輸
出
品
で
国
威
発
揚
の
手
段
と
見
込
ま
れ
て
出
品
さ
れ
た

江
戸
菊
の
近
代

　

佐
藤
　
大
悟
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事
例
を
考
察
し
た
。
こ
の
出
品
の
担
当
者
で
あ
る
福
羽
逸
人
は
、
開
国
時
か
ら

時
代
が
下
り
、
日
本
は
大
菊
（
大
輪
の
菊
）
の
品
種
改
良
で
は
凌
駕
さ
れ
た
も

の
の
、
未
だ
大
作
菊
（
一
株
に
多
数
の
花
を
つ
け
た
菊
）
を
仕
立
て
る
技
術
で

は
勝
る
と
認
識
し
て
い
た
。
日
本
か
ら
持
参
し
た
が
枯
れ
て
し
ま
っ
た
菊
苗
の

代
わ
り
に
、
フ
ラ
ン
ス
産
の
菊
苗
を
大
作
菊
に
育
て
上
げ
、
高
評
価
を
得
て
「
国

威
発
揚
」
に
貢
献
し
た
と
論
じ
た
（
６
）。

同
じ
く
パ
リ
万
博
の
事
例
に
注
目
し
た
近

藤
三
雄
氏
も
、
横
浜
植
木
の
海
外
向
け
カ
タ
ロ
グ
に
菊
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
こ

と
に
言
及
し
て
い
る
（
７
）。

　

第
三
に
、
万
博
の
よ
う
に
国
家
に
お
け
る
菊
の
存
在
感
を
示
す
行
事
と
し
て
、

観
桜
会
・
観
菊
会
の
背
景
や
内
容
を
詳
細
に
解
明
し
た
川
上
寿
代
氏
の
研
究
が

あ
る
。
観
桜
会
・
観
菊
会
が
条
約
改
正
交
渉
の
側
面
工
作
と
し
て
開
始
さ
れ
、

条
約
改
正
後
も
国
際
的
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
手
段
と
し
て
の
役
割
を
担
い
続
け
た

と
位
置
づ
け
た
。
菊
に
関
し
て
は
、
皇
居
や
新
宿
御
苑
で
栽
培
さ
れ
た
菊
花
が

招
待
客
で
あ
る
外
国
人
の
好
評
を
得
た
こ
と
を
紹
介
し
た
（
８
）。

　

以
上
の
先
行
研
究
に
対
し
て
、
戦
前
の
園
芸
関
係
者
に
よ
る
回
顧
を
補
助
線

と
し
て
考
え
た
い
。
戦
前
の
中
菊
愛
好
家
団
体
、
秋
香
会
の
審
査
員
中
山
恒
三

郎
と
副
会
長
石
川
保
太
郎
は
、
近
代
日
本
の
菊
の
栽
培
史
を
こ
う
述
べ
る
。

　

し
か
し
流
行
を
極
め
た
菊
花
栽
培
も
維
新
の
騒
乱
に
遭
遇
す
る
に
至

り
、
一
時
衰
廃
の
止
む
な
き
状
態
と
な
り
、
暫
く
は
僅
か
に
一
部
の
数

奇
者
の
手
に
依
つ
て
愛
培
さ
れ
る
に
止
ま
つ
て
居
た
の
で
あ
る
が
、
明

治
の
新
文
化
建
設
に
伴
ひ
再
び
抬
頭
し
て
、
漸
次
培
菊
家
の
数
を
増
し

つ
ゝ
あ
る
処
へ
、
明
治
十
九
年
に
は
観
菊
御
宴
の
復
活
を
見
る
に
及
び
、

一
層
栽
培
熱
を
高
め
二
十
二
年
に
は
東
京
附
近
の
中
菊
愛
好
家
に
依
り

秋
香
会
が
組
織
さ
れ
、
所
々
に
闘
花
会
を
催
し
て
、
培
菊
趣
味
の
普
及

に
努
め
る
と
共
に
、
菊
花
の
改
良
発
達
を
促
し
、
中
菊
変
態
の
基
準
を

規
定
す
る
等
、
従
来
に
な
き
進
歩
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。
此
当
時
関
西

地
方
は
矢
張
り
大
菊
の
栽
培
に
没
頭
し
、
同
時
に
一
部
の
数
奇
者
間
に

は
盛
ん
に
嵯
峨
菊
が
愛
好
さ
れ
て
居
た
の
で
あ
る
。

　

斯
様
な
有
様
で
あ
つ
た
か
ら
、
明
治
三
十
年
頃
東
京
地
方
で
は
中
菊

以
外
は
菊
花
と
認
め
な
い
程
の
時
代
を
現
出
し
引
続
き
四
十
年
頃
ま
で

は
中
菊
が
全
盛
を
極
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
其
頃
よ
り
漸
次
大
菊
を
栽

培
す
る
者
が
現
は
れ
、
大
正
五
六
年
の
頃
に
は
著
し
く
其
数
を
増
し
同

時
に
一
方
に
は
小
菊
の
懸
崖
作
り
の
流
行
を
見
る
や
う
に
な
つ
て
、
重

陽
会
、
長
生
会
等
の
大
菊
及
小
菊
の
愛
好
家
に
よ
り
成
る
各
団
体
が
組

織
さ
れ
、
其
後
千
秋
会
の
や
う
な
大
菊
栽
培
団
体
が
生
れ
る
に
至
つ
た
（
９
）

　

こ
の
回
顧
は
、
明
治
維
新
に
よ
る
一
時
的
な
衰
退
、
観
菊
会
の
開
始
や
秋
香

会
の
設
立
に
よ
る
再
興
、
明
治
後
期
の
中
菊
の
全
盛
、
大
正
期
に
お
け
る
大
菊
・

小
菊
の
流
行
と
い
う
、
近
代
日
本
の
菊
栽
培
の
歴
史
を
伝
え
て
い
る
。
と
り
わ

け
重
要
な
の
は
、
菊
の
品
種
別
に
作
ら
れ
た
愛
好
家
団
体
が
菊
の
栄
枯
盛
衰
を

左
右
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
点
で
あ
る
。
先
行
研
究
は
巣
鴨
・
団
子
坂
や

横
浜
の
植
木
屋
、
新
宿
御
苑
に
勤
め
る
福
羽
と
い
っ
た
菊
の
作
り
手
、
菊
を
鑑

賞
す
る
華
族
・
外
国
人
を
扱
う
一
方
で
、
こ
の
回
顧
で
菊
の
流
行
を
担
っ
た
と

さ
れ
る
菊
の
愛
好
家
・
愛
好
家
団
体
を
対
象
と
し
て
お
ら
ず
、
対
象
時
期
も

限
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
中
菊
以
外
は
菊
花
と
認
め
な
い
程
の
時
代
」
の

一
九
〇
〇
年
の
パ
リ
万
博
に
、
中
菊
で
は
な
く
大
菊
が
出
品
さ
れ
た
こ
と
を
考

え
る
と
、
菊
の
品
種
の
違
い
に
も
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。

　

菊
の
品
種
に
つ
い
て
整
理
し
た
い
。
菊
は
食
用
菊
と
鑑
賞
菊
に
分
け
ら
れ
、

そ
の
う
ち
鑑
賞
菊
は
園
芸
学
者
丹
羽
鼎
三
の
定
義
に
よ
っ
て
、
花
弁
の
大
き
さ
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か
ら
大
輪
菊
・
中
輪
菊
・
小
輪
菊
（
大
菊
・
中
菊
・
小
菊
）
と
今
日
区
分
さ
れ

る
。
大
輪
菊
は
花
の
直
径
が
一
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
、
さ
ら
に
厚
物
、

管
物
、
広
物
に
分
け
ら
れ
る
。
菊
の
紋
章
に
用
い
ら
れ
る
一
文
字
菊
は
広
物
に

あ
た
る
。
小
輪
菊
は
花
の
直
径
が
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
、
小
菊
や
魚
子

菊
な
ど
が
あ
る
。
中
輪
菊
は
花
の
直
径
が
九
～
一
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
今

日
古
典
菊
と
称
さ
れ
る
江
戸
菊
、
嵯
峨
菊
、
伊
勢
菊
な
ど
が
あ
る
。
江
戸
菊
は

先
の
回
顧
に
お
け
る
中
菊
を
指
し
、
中
輪
菊
と
区
別
す
る
た
め
昭
和
戦
前
期
に

丹
羽
鼎
三
が
命
名
し
た
品
種
で
あ
る）

（0
（

。「
中
菊
の
最
も
特
徴
と
す
る
処
は
、
弁

の
働
き
即
ち
く
る
ひ
を
現
は
す
処
」
に
あ
り
、「
花
心
の
周
囲
の
弁
か
ら
一
枚

宛
立
ち
上
つ
て
内
部
に
向
つ
て
倒
れ
、
前
に
倒
れ
た
弁
の
上
に
順
次
重
り
、
遂

に
花
心
を
包
蔵
す
る
様
に
な
る
の
で
あ
つ
て
、
此
弁
の
動
き
を
く
る
ふ
と
言
ふ
」

た
め
狂
菊
、「
花
の
咲
き
方
か
ら
言
へ
ば
正
調
を
取
る
」
と
し
て
正
菊
と
も
呼

ば
れ
た）

（（
（

。
丹
羽
鼎
三
の
定
義
が
定
着
す
る
以
前
の
時
期
を
対
象
と
す
る
こ
と
か

ら
、
文
中
で
は
江
戸
菊
を
中
菊
な
ど
と
当
時
の
呼
称
の
ま
ま
用
い
る
。

　

本
稿
は
中
菊
を
中
心
に
、
菊
の
品
種
別
に
作
ら
れ
た
愛
好
家
団
体
に
注
目
し

て
、
近
代
日
本
に
お
け
る
菊
の
栽
培
・
受
容
の
歴
史
を
検
討
す
る
。
分
析
手
段

と
し
て
、
主
に
『
日
本
園
芸
会
雑
誌
』
と
『
実
際
園
芸
』
の
記
事
を
用
い
る
。『
日

本
園
芸
会
雑
誌
』
は
一
八
八
九
年
四
月
に
刊
行
さ
れ
た
日
本
園
芸
会
の
機
関
誌

（
月
刊
）
で
、
一
九
〇
五
年
か
ら
一
九
四
四
年
ま
で
『
日
本
園
芸
雑
誌
』
と
し

て
継
続
し
た
。『
実
際
園
芸
』
は
誠
文
堂
・
実
際
園
芸
社
が
一
九
二
六
年
か
ら

一
九
四
一
年
に
か
け
て
刊
行
し
た
月
刊
誌
で
あ
る
。『
日
本
園
芸
会
雑
誌
』
は
「
明

治
時
代
に
於
け
る
同
誌
の
花
卉
進
展
の
上
に
齎
し
た
功
績
は
偉
大
な
も
の
が
あ

つ
た
」、『
実
際
園
芸
』
は
「
観
賞
植
物
を
主
と
し
た
栽
培
の
実
際
記
事
を
経
験

を
基
礎
と
し
て
載
せ
且
つ
写
真
に
依
つ
て
各
種
の
場
合
を
解
説
す
る
に
努
め
」、

「
現
に
斯
界
を
裨
益
し
つ
ゝ
あ
る
こ
と
は
甚
大
」
と
評
価
さ
れ）

（2
（

、
近
代
の
園
芸

史
を
通
覧
す
る
の
に
適
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
秋
香
会
関
係
者
が
著
し
た
書

籍
な
ど
も
用
い
る
。
た
だ
し
、
秋
香
会
の
機
関
誌
『
秋
香
会
会
報
』
は
大
正
末

～
昭
和
期
を
除
き
、
図
書
館
等
に
所
蔵
さ
れ
て
お
ら
ず
確
認
で
き
な
い）

（3
（

。
こ
う

し
た
史
料
の
少
な
さ
は
、
菊
の
近
代
史
に
関
す
る
研
究
が
少
な
い
要
因
で
も
あ

る
。
園
芸
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
を
も
と
に
菊
の
近
代
史
を
跡
付
け
る
こ
と

で
、
今
後
の
史
料
発
掘
を
俟
つ
基
礎
的
研
究
と
し
た
い
。

　

秋
香
会
設
立
前
後
の
園
芸
界
に
お
け
る
菊
の
位
置
を
論
ず
る
た
め
、
日
本
園

芸
会
で
の
菊
を
め
ぐ
る
議
論
に
注
目
す
る
。
続
い
て
各
節
で
、
そ
れ
ぞ
れ
明
治
・

大
正
・
昭
和
戦
前
期
に
お
け
る
中
菊
の
流
行
・
衰
退
・
再
再
興
の
挫
折
と
い
っ

た
流
れ
を
明
ら
か
に
す
る
。

一
　
日
本
園
芸
会
と
菊

　

日
本
園
芸
会
は
、
一
八
八
九
年
に
「
本
邦
園
芸
ノ
振
起
発
達
ヲ
図
ル）

（1
（

」
目
的

で
設
立
さ
れ
た
、
官
民
の
園
芸
関
係
者
を
結
集
し
た
団
体
で
あ
る
。
機
関
誌
『
日

本
園
芸
会
雑
誌
』（
一
九
〇
五
年
よ
り
『
日
本
園
芸
雑
誌
』）
の
刊
行
の
ほ
か
、

園
芸
品
評
会
や
園
芸
情
報
を
交
換
す
る
小
集
会
の
開
催
に
よ
っ
て
、
園
芸
に
関

す
る
情
報
を
交
換
し
た
。
初
代
会
長
は
花
房
義
賢
（
一
八
八
九
～
一
九
〇
二

年
）、
二
代
会
長
に
は
大
隈
重
信
（
一
九
〇
二
～
一
九
二
二
年
）、
三
代
会
長
に

は
鍋
島
直
映
（
一
九
二
二
～
一
九
四
一
年
）
が
、
明
治
期
の
副
会
長
に
は
田
中

芳
男
、
前
田
正
名
、
岩
村
通
俊
、
福
羽
逸
人
、
渡
辺
千
秋
、
藤
波
言
忠
が
就
任

し
た
。
こ
の
顔
ぶ
れ
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
設
立
当
時
の
会
員
に
は
華
族
も
多

く
、
そ
の
他
農
政
関
係
の
官
僚
・
学
者
や
各
地
の
植
木
屋
ら
が
名
を
連
ね
て
い
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た
。
一
九
四
一
年
に
は
日
本
園
芸
中
央
会
に
改
組
さ
れ
た）

（1
（

。

　

日
本
園
芸
会
の
性
格
に
つ
い
て
、『
日
本
園
芸
会
雑
誌
』
第
一
号
冒
頭
に
掲

載
さ
れ
た
、
同
誌
の
初
期
の
編
輯
兼
発
行
者
吉
田
進
の
論
説
「
日
本
園
芸
会
設

立
ノ
主
旨
」
を
確
認
し
た
い）

（1
（

。
欧
米
文
明
諸
国
の
文
物
を
積
極
的
に
取
り
入
れ

て
い
る
今
日
の
日
本
に
お
い
て
、「
我
国
ノ
園
芸
社
会
」
の
み
が
立
ち
遅
れ
て

い
る
と
吉
田
は
述
べ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
園
芸
を
「
一
ノ
植
木
業
」
な
ど
と

「
職
人
的
ノ
賤
業
視
」
す
る
認
識
が
あ
る
。
だ
が
、
園
芸
は
「
社
会
ノ
衛
生
上

ニ
必
要
」
な
公
園
や
道
路
の
並
木
、
食
品
と
し
て
の
果
実
・
蔬
菜
や
鑑
賞
品
と

し
て
儀
礼
に
欠
か
せ
な
い
花
卉
と
い
っ
た
、「
農
業
中
ノ
一
部
分
」
に
と
ど
ま

ら
な
い
意
義
を
有
し
、
そ
の
「
改
良
発
達
」
が
急
務
で
あ
る
。
こ
の
「
改
良
発

達
」
に
お
い
て
、「
欧
米
ノ
文
明
諸
国
ニ
求
ム
ヘ
キ
モ
ノ
」
は
勿
論
だ
が
、「
本

邦
固
有
ノ
秀
粹
ニ
就
キ
之
カ
開
発
ヲ
要
ス
ヘ
キ
モ
ノ
」
を
吉
田
は
重
視
す
る
。

な
ぜ
な
ら
、
欧
米
人
は
優
れ
た
も
の
を
す
ぐ
に
取
り
入
れ
る
だ
け
で
な
く
、
取

り
入
れ
て
「
改
良
発
達
」
し
た
も
の
を
「
祖
国
ニ
転
輸
シ
テ
己
ヲ
益
ス
ル
等
ノ

点
ニ
於
テ
ハ
毫
モ
抜
目
」
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

菊
は
、
こ
の
欧
米
諸
国
に
よ
る
「
改
良
発
達
」
の
一
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。

フ
ラ
ン
ス
に
伝
来
し
た
日
本
の
「
菊
ノ
良
種
」
を
「
我
国
ニ
於
テ
ハ
不
日
更
ニ

佳
良
ナ
ル
種
類
ヲ
産
出
セ
シ
メ
復
タ
之
ヲ
日
本
ニ
伝
送
ス
ル
ニ
至
ラ
ン
」
と
述

べ
る
仏
国
園
芸
協
会
総
裁
の
演
説
や
、
イ
ギ
リ
ス
の
「
日
本
菊
ト
題
シ
テ
已
ニ

数
百
種
ヲ
掲
ケ
タ
ル
報
告
書
」
を
引
き
合
い
に
出
す
。
そ
し
て
、
日
本
の
植
物

の
「
改
良
繁
殖
ヲ
図
リ
益
々
欧
米
諸
国
ニ
輸
出
シ
一
ハ
以
テ
我
カ
国
力
ノ
一
端

ヲ
補
ヒ
一
ハ
以
テ
其
祖
国
タ
ル
ノ
面
目
ヲ
保
ツ
ノ
経
画
ナ
カ
ル
ヘ
ケ
ン
ヤ
」
と

述
べ
、
そ
れ
を
担
う
組
織
と
し
て
日
本
園
芸
会
の
意
義
を
主
張
し
た
。

　

吉
田
の
論
説
を
ま
と
め
る
と
、
園
芸
を
単
な
る
「
植
木
業
」「
農
業
」
と
み

な
さ
ず
、
日
本
の
輸
出
振
興
や
国
威
発
揚
の
手
段
と
す
る
た
め
、
植
木
業
者
だ

け
で
な
く
華
族
や
官
僚
・
学
者
ら
を
糾
合
し
、
園
芸
の
「
改
良
発
達
」
を
進
め

る
組
織
と
し
て
日
本
園
芸
会
は
設
立
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

　

同
じ
志
向
の
も
と
、『
日
本
園
芸
会
雑
誌
』
で
菊
を
取
り
上
げ
た
論
説
と
し
て
、

福
羽
逸
人
「
大
菊
栽
培
法
に
付
て
」
が
あ
る）

（1
（

。
福
羽
逸
人
は
福
羽
美
静
の
養
子

で
、
こ
の
と
き
農
商
務
省
を
経
て
宮
内
省
内
匠
寮
技
師
と
し
て
園
芸
に
従
事
し

て
い
た
。
福
羽
と
菊
の
関
係
は
深
く
、
一
八
七
四
、五
年
頃
か
ら
水
本
成
美
（
後

述
）
に
な
ら
っ
て
中
菊
を
栽
培
し
て
い
た
。
だ
が
一
八
八
六
年
か
ら
一
八
八
九

年
に
か
け
て
園
芸
技
術
の
視
察
の
た
め
留
学
し
た
際
、
欧
米
で
は
大
菊
の
み
が

流
行
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
帰
国
後
に
大
菊
栽
培
を
志
し
、
京
都
の
大
菊

栽
培
家
で
あ
る
平
野
屋
北
村
久
米
蔵
か
ら
大
菊
の
栽
培
法
を
学
び
、
一
八
九
一

年
か
ら
は
自
宅
で
大
菊
の
栽
培
を
始
め
て
い
た
。
こ
の
論
説
の
発
表
後
に
は
、

一
八
九
四
年
か
ら
新
宿
御
苑
で
大
菊
の
栽
培
を
始
め
、
前
述
し
た
一
九
〇
〇
年

の
パ
リ
万
博
に
際
し
て
は
大
菊
の
出
品
に
関
与
し
、
一
九
〇
四
年
か
ら
は
内
苑

局
局
長
と
し
て
赤
坂
離
宮
御
苑
の
菊
花
改
良
に
取
り
組
ん
だ）

（8
（

。

　

福
羽
の
論
説
は
、
日
本
と
欧
米
の
菊
を
こ
う
比
較
す
る
。
日
本
は
既
に
花
卉

一
般
の
栽
培
技
術
で
は
欧
米
に
劣
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
「
菊
の
栽
培
法
」
は
勝
っ

て
い
る
。
だ
が
、「
欧
米
人
の
外
国
産
植
物
を
移
植
し
て
之
を
改
良
養
成
し
た

る
事
実
に
徴
し
て
」
考
え
れ
ば
、「
本
邦
の
菊
種
を
海
外
に
輸
出
す
る
」
望
み

は
な
く
な
り
、
日
本
は
「
菊
の
本
場
」
の
位
置
を
失
い
か
ね
な
い
。「
菊
花
の

栽
培
法
を
十
分
研
究
し
以
て
良
種
を
作
出
す
」
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
る
。
こ

の
福
羽
の
認
識
は
吉
田
進
の
論
説
と
共
通
す
る
と
と
も
に
、
白
幡
氏
が
紹
介
す

る
一
九
〇
〇
年
の
パ
リ
万
博
時
点
で
の
、
菊
の
品
種
改
良
で
は
凌
駕
さ
れ
仕
立

て
る
技
術
の
み
勝
る
と
す
る
認
識
に
先
立
つ
も
の
で
あ
る
。
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そ
こ
で
福
羽
は
菊
の
品
種
に
注
意
を
促
す
。
菊
を
輸
出
す
る
に
は
、
欧
米
で

流
行
す
る
品
種
や
好
み
に
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
「
東
京
に
在
り

て
は
花
壇
菊
若
く
は
狂
菊
と
〔
い
〕
ふ
も
の
が
、
正
菊
培
養
家
に
極
め
て
激
賞

せ
ら
れ
」
る
一
方
、
欧
米
人
が
大
菊
を
好
む
こ
と
を
「
素
人
好
き
の
菊
花
」
を

愛
好
す
る
の
は
「
未
だ
菊
花
の
真
味
を
知
ら
ぬ
」
な
ど
と
侮
っ
て
い
る
。
日
本

で
も
東
京
の
菊
愛
好
家
は
中
菊
を
好
む
が
、
一
般
の
需
用
は
「
所
謂
素
人
好
き
」

の
大
菊
に
あ
り
、
京
阪
で
も
大
菊
が
好
ま
れ
る
。
輸
出
し
て
「
利
益
を
得
ん
こ

と
を
図
る
に
は
、
寧
ろ
少
数
の
人
に
賞
せ
ら
る
ゝ
菊
花
を
栽
培
す
る
よ
り
は
、

多
数
の
人
に
賞
せ
ら
る
ゝ
即
ち
収
利
の
あ
る
方
の
菊
花
を
栽
培
す
る
方
が
得
策

で
あ
る
」
と
、
中
菊
で
は
な
く
大
菊
を
栽
培
す
る
よ
う
提
案
す
る
。

　

福
羽
の
念
頭
に
あ
っ
た
の
は
、
中
菊
愛
好
家
の
団
体
と
し
て
一
八
八
九
年
に

発
足
し
た
秋
香
会
の
存
在
で
あ
る
。
秋
香
会
は
菊
の
改
良
発
達
を
目
的
に
掲
げ

な
が
ら
も
、「
嗜
好
的
主
義
、
就
中
狂
菊
培
養
家
の
み
」
が
集
ま
っ
て
お
り
、

大
菊
や
小
菊
を
軽
視
し
栽
培
法
を
研
究
し
て
い
な
い
と
手
厳
し
い
批
判
を
加
え

る
。
こ
の
論
説
は
横
浜
植
木
商
会
で
開
か
れ
た
日
本
園
芸
会
第
三
回
総
集
会
の

演
説
を
も
と
に
し
て
お
り
、
福
羽
は
「
嗜
好
的
主
義
」
で
中
菊
中
心
の
秋
香
会

で
は
な
く
、
好
み
に
偏
ら
ず
大
菊
も
栽
培
す
る
横
浜
植
木
商
会
の
よ
う
な
「
営

利
的
の
栽
培
」
に
期
待
を
寄
せ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

　

福
羽
の
論
説
を
受
け
、
大
菊
栽
培
に
同
調
す
る
記
事
も
『
日
本
園
芸
会
雑
誌
』

に
掲
載
さ
れ
た
。
青
森
県
の
園
芸
家
小
井
川
元
吉
は
、
福
羽
の
論
説
を
敷
衍
し
、

中
菊
と
大
菊
、
営
利
と
嗜
好
の
い
ず
れ
か
に
偏
ら
ず
欧
米
で
流
行
し
て
い
る
品

種
を
育
て
る
よ
う
主
張
し
た
。
た
だ
し
記
事
の
力
点
は
「
我
東
北
地
方
ハ
総
テ

ノ
菊
種
ヲ
培
養
」
し
て
い
る
と
い
う
自
身
の
ア
ピ
ー
ル
に
あ
る）

（1
（

。

　

福
羽
の
論
説
に
直
接
影
響
を
受
け
た
も
の
で
は
な
い
が
、
五
年
後
の

一
八
九
八
年
に
は
、
秋
香
会
会
長
曾
禰
荒
助
の
演
説
筆
記
が
掲
載
さ
れ
た
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
歴
訪
し
て
菊
の
人
気
を
目
の
当
た
り
に
し
た
曾
禰
は
、
こ
れ
か
ら
は

菊
を
「
欧
羅
巴
か
ら
亜
米
利
加
を
経
て
日
本
に
戻
し
て
貰
ふ
や
ふ
な
形
に
な
り

は
せ
ぬ
か
と
心
配
」
を
抱
い
た
。
中
菊
中
心
で
あ
っ
た
秋
香
会
も
、
今
後
大
菊

等
を
活
発
に
取
り
入
れ
て
菊
作
り
を
発
展
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に

は
菊
の
品
種
を
問
わ
ず
「
多
衆
」
に
菊
を
見
せ
る
「
大
き
な
縦
覧
所
」
を
設
け
、

菊
の
人
気
を
高
め
た
い
と
述
べ
た）

20
（

。

　

た
だ
し
『
日
本
園
芸
会
雑
誌
』
上
で
菊
が
記
事
と
な
る
の
は
、
各
地
の
菊
愛

好
家
や
菊
の
名
所
を
紹
介
す
る
時
が
主
で
あ
り
、
菊
の
品
種
を
め
ぐ
る
議
論
は

少
な
い
。
輸
出
や
国
威
発
揚
の
た
め
に
大
菊
栽
培
を
説
く
論
説
も
な
く
な
り
、

菊
へ
の
言
及
は
栽
培
法
の
紹
介
に
限
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
た
記
事
の

変
化
は
、
福
羽
が
危
惧
し
た
通
り
大
菊
の
輸
出
が
よ
り
困
難
に
な
っ
た
こ
と
が

背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
広
く
捉
え
れ
ば
、
日
本
園
芸
会
の
設
立
時

に
あ
っ
た
「
園
芸
」
の
「
改
良
発
達
」
の
役
割
が
『
日
本
園
芸
雑
誌
』
に
求
め

ら
れ
な
く
な
っ
た
結
果
で
も
あ
っ
た
。
大
正
期
以
降
、『
日
本
園
芸
雑
誌
』
は

今
日
で
い
う
園
芸
記
事
が
中
心
と
な
り
、
日
本
に
と
っ
て
の
園
芸
の
意
味
を
問

わ
な
く
な
る
。「
園
芸
」
の
名
の
も
と
に
官
民
に
わ
た
る
官
員
を
擁
す
る
必
要

が
あ
っ
た
創
刊
時
か
ら
、
会
の
性
格
も
変
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

時
代
の
変
化
と
と
も
に
、
菊
に
求
め
ら
れ
る
役
割
も
変
わ
り
、
輸
出
や
国
威

発
揚
の
た
め
に
ど
の
品
種
の
菊
を
栽
培
す
る
べ
き
か
は
問
わ
れ
な
く
な
っ
た
。

そ
う
し
た
な
か
で
菊
の
流
行
を
担
っ
た
の
は
、「
嗜
好
的
」
と
福
羽
に
批
判
さ

れ
た
、
次
節
で
扱
う
中
菊
の
愛
好
家
た
ち
で
あ
っ
た
。
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二
　
明
治
期
に
お
け
る
中
菊
の
再
興
と
流
行

　

明
治
維
新
に
よ
っ
て
衰
退
し
た
中
菊
の
再
興
を
担
っ
た
人
物
と
し
て
、
福

羽
が
中
菊
を
な
ら
っ
た
と
い
う
水
本
成
美
の
名
が
挙
げ
ら
れ
る
。
水
本
成
美

は
一
八
三
一
年
江
戸
生
ま
れ
、
一
八
六
三
年
薩
摩
藩
に
招
聘
さ
れ
藩
律
の
改

修
に
加
わ
り
、
明
治
維
新
後
は
司
法
省
で
「
新
律
綱
領
」
の
編
纂
に
携
わ
っ

た
。
一
八
七
六
年
に
元
老
院
議
官
、
一
八
八
一
年
に
参
事
院
議
官
に
転
じ
、

一
八
八
四
年
に
病
死
し
た）

2（
（

。
律
令
学
者
と
し
て
今
日
知
ら
れ
る
が
、
樹
堂
と
号

し
、
当
時
は
園
芸
愛
好
家
と
し
て
も
著
名
だ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
依
田
学
海
は

菖
蒲
の
花
を
観
に
水
本
邸
を
訪
れ
、「
水
本
氏
、
植
物
の
術
に
く
わ
し
。
家
居

ひ
ろ
く
園
中
植
渡
し
た
る
も
の
数
し
ら
ず
。
牡
丹
・
芍
薬
・
菊
の
類
こ
と
に
多

く
、
世
に
な
き
種
を
蓄
た
り
」
と
誉
め
讃
え
た
。
菊
を
観
に
訪
れ
た
際
は
、
水

本
「
議
官
菊
造
る
こ
と
に
そ
の
妙
を
得
て
、
年
々
作
り
出
す
も
の
数
多
な
り
。

初
の
程
は
世
に
あ
る
種
の
み
な
り
し
が
、
此
頃
は
な
み
〳
〵
の
種
は
皆
と
り
す

て
ゝ
、
世
に
な
き
種
を
の
み
養
ひ
ぬ
。
四
間
の
花
壇
・
三
間
の
花
壇
を
庁
の
庭

に
作
り
て
、
種
な
ら
べ
た
り
。
そ
の
品
四
十
六
種
に
及
ぶ
」
と
記
し
て
い
る）

22
（

。

　

後
年
の
中
菊
愛
好
家
た
ち
は
、
水
本
を
「
江
戸
に
於
け
る
中
菊
栽
培
の
再
興
」

の
祖
と
す
る
回
想
を
多
く
残
し
て
い
る
。
水
本
邸
に
「
維
新
以
後
世
人
か
ら
も

忘
れ
去
ら
れ
て
ゐ
た
中
菊
の
品
種
が
一
花
壇
に
集
め
植
ゑ
ら
れ
」、
水
本
の
没

後
「
同
氏
の
遺
種
を
溝
口
〔
直
正
〕
伯
爵
と
私
が
片
身
と
し
て
御
受
け
し
て
、

順
次
他
の
同
好
者
の
間
に
拡
ま
つ
て
ゆ
き
、
東
京
に
於
て
こ
の
中
菊
の
栽
培
は

年
々
隆
盛
に
な
つ
て
来
た
の
で
あ
る
」
と
、
水
本
の
書
生
で
後
に
秋
香
会
審
査

長
と
な
っ
た
田
村
景
福
は
述
べ
る
。
水
本
の
ほ
か
明
治
一
一
・
一
二
年
前
後
に

中
菊
を
栽
培
し
て
い
た
人
物
・
場
所
と
し
て
、
有
栖
川
宮
熾
仁
（
元
老
院
議
長
、

以
下
当
時
の
役
職
）、
小
田
切
盛
徳
（
司
法
省
官
僚
、
元
老
院
少
書
記
官
）、
津

田
真
道
（
元
老
院
議
官
）、
中
山
恒
三
郎
（
後
述
）、
寺
院
（
池
上
本
門
寺
境
内

の
永
寿
院
、
三
田
の
済
海
寺
、
専
念
寺
）、
広
尾
の
笑
花
園
（
植
木
屋
）、
目
黒

の
橋
和
屋
、
池
上
の
内
田
屋
（
料
理
商
）
の
名
を
挙
げ
る）

23
（

。

　

こ
う
し
た
回
想
は
い
ず
れ
も
、
水
本
が
邸
宅
に
中
菊
の
花
壇
を
設
け
、
古
花

の
保
育
と
新
花
の
作
出
を
共
に
行
い
、
品
種
と
栽
培
技
法
を
集
約
し
て
弟
子
に

伝
え
た
と
指
摘
す
る
。「
明
治
中
葉
に
於
け
る
中
菊
界
の
名
だ
た
る
人
々
は
殆

ど
こ
の
水
本
老
の
遺
薫
を
受
け
」、
以
降
の
中
菊
愛
好
家
は
多
か
れ
少
な
か
れ

水
本
の
流
れ
を
汲
む
と
自
ら
を
位
置
づ
け
て
い
た）

21
（

。

　

残
念
な
が
ら
管
見
の
限
り
、
水
本
の
個
人
史
料
は
確
認
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、

先
に
中
菊
愛
好
家
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
有
栖
川
宮
熾
仁
に
注
目
し
た
い
。『
熾

仁
親
王
行
実
』
に
よ
れ
ば
、
有
栖
川
宮
熾
仁
は
多
趣
味
で
知
ら
れ
、
な
か
で
も

「
心
を
園
芸
に
寄
せ
ら
れ
、
独
り
其
花
を
賞
せ
ら
る
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
栽

培
に
就
い
て
、
深
き
趣
味
を
有
」
し
て
い
た
。
巣
鴨
・
染
井
の
植
木
屋
や
、「
菖

蒲
咲
く
頃
、
菊
の
花
匂
ふ
時
な
ど
、
同
好
の
家
」
を
訪
れ
、
自
邸
で
も
自
ら
庭

師
を
指
揮
し
て
牡
丹
な
ど
様
々
な
花
木
を
栽
培
し
た
。「
元
老
院
議
官
水
本
成

美
は
、
花
卉
の
培
養
を
善
く
し
け
れ
ば
、
同
人
参
邸
の
際
は
、
桜
桃
梅
李
等
に

関
す
る
其
説
を
傾
聴
し
て
、
時
の
移
る
を
覚
え
給
は
ず
。
か
つ
て
『
審
花
判
鳥
、

読
律
之
余
』
て
ふ
八
大
字
の
扁
額
を
揮
毫
し
て
賜
ひ
し
が
、
そ
は
成
美
が
法
律

に
通
ず
る
を
以
て
な
り
き
」
と
特
筆
さ
れ
る
よ
う
に
、
有
栖
川
宮
熾
仁
と
水
本

成
美
は
元
老
院
の
議
長
と
議
官
と
い
う
関
係
に
と
ど
ま
ら
ず
、
園
芸
趣
味
を
同

じ
く
す
る
間
柄
で
あ
っ
た）

21
（

。

　
『
熾
仁
親
王
日
記）

21
（

』
を
見
る
と
、
水
本
が
元
老
院
議
官
に
就
任
し
た
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一
八
七
六
年
以
降
、
有
栖
川
宮
熾
仁
は
菊
の
見
頃
で
あ
る
一
一
月
に
、
ほ
ぼ
毎

年
の
よ
う
に
水
本
邸
を
菊
の
見
物
に
訪
れ
て
い
る
。
一
八
七
六
年
一
一
月
一
一

日
に
は
陸
奥
宗
光
、
柳
原
前
光
、
津
田
出
、
一
八
七
九
年
一
一
月
八
日
に
は
三

条
実
美
太
政
大
臣
と
東
久
世
通
禧
、
大
給
恒
、
秋
月
種
樹
と
い
う
元
老
院
議
官

た
ち
と
連
れ
立
っ
て
訪
問
し
た
。
菊
以
外
に
も
、
牡
丹
（
一
八
七
八
年
五
月
八

日
）、
花
菖
蒲
（
一
八
七
九
年
六
月
一
七
日
、
三
条
と
同
伴
）
の
鑑
賞
に
水
本

邸
に
赴
い
た
り
、
逆
に
水
本
を
有
栖
川
宮
邸
に
招
い
て
牡
丹
（
一
八
八
三
年
五

月
一
二
日
）
を
見
せ
た
り
し
て
い
た
。
水
本
か
ら
様
々
な
植
物
を
貰
っ
た
記
録

も
あ
り
、
一
八
七
六
年
に
は
菖
蒲
六
六
種
（
八
月
二
日
）、
芍
薬
一
二
〇
株
（
一
〇

月
五
日
）
を
譲
り
受
け
た
。

　

他
の
元
老
院
議
官
と
の
植
物
を
介
し
た
交
流
も
盛
ん
で
、
津
田
出
邸
に
牡
丹

（
一
八
七
八
年
五
月
八
日
）、
津
田
真
道
邸
に
菊
（
同
年
一
一
月
二
八
日
）
の
見

物
に
行
っ
た
り
、
福
羽
美
静
か
ら
洋
草
一
株
（
同
年
五
月
一
八
日
）、
大
久
保

一
翁
か
ら
玫
瑰
一
鉢
（
一
八
七
九
年
五
月
一
三
日
）
を
貰
っ
た
り
し
た
。
菊
に

つ
い
て
は
、
広
尾
の
笑
花
園）

21
（

（
一
八
七
六
年
一
一
月
一
日
）
か
ら
貰
い
、
三
条

家
・
溝
口
家）

28
（

（
一
八
七
九
年
五
月
二
九
日
）
に
譲
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
、

記
録
は
な
い
が
水
本
か
ら
も
菊
を
貰
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る）

21
（

。

　

以
上
か
ら
は
、
有
栖
川
宮
熾
仁
元
老
院
議
長
の
も
と
、
主
に
元
老
院
議
官
と

な
っ
た
官
僚
・
華
族
の
間
で
園
芸
趣
味
が
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

そ
の
中
心
人
物
で
あ
る
水
本
は
菊
の
他
に
も
様
々
な
植
物
を
栽
培
し
、
同
好
の

士
を
自
邸
に
招
き
、
植
物
を
贈
っ
た
。
だ
が
、
一
八
八
四
年
の
水
本
の
病
没
（
五

月
九
日
に
病
気
見
舞
い
を
し
て
い
る
）
以
降
、『
熾
仁
親
王
日
記
』
の
菊
に
関

す
る
記
事
は
減
少
し
、
観
菊
会
へ
の
出
席
と
、
菊
細
工
で
知
ら
れ
る
巣
鴨
の
植

木
屋
内
山
長
太
郎
、
親
類
の
溝
口
直
正
邸
に
立
ち
寄
る
程
度
と
な
っ
た
。
代
わ
っ

て
自
邸
に
育
て
た
牡
丹
縦
覧
の
記
事
が
増
加
し
て
お
り
、
水
本
の
没
後
、
有
栖

川
宮
熾
仁
の
関
心
は
菊
よ
り
も
牡
丹
に
傾
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

水
本
の
死
去
は
他
の
中
菊
愛
好
家
に
も
影
響
を
与
え
、
水
本
の
没
後
に
は
中

菊
が
大
菊
と
同
一
視
さ
れ
た
り
、
菊
が
売
買
さ
れ
た
り
と
「
園
芸
的
趣
味
が
俗

に
傾
い
て
来
」
た
と
い
う
。
こ
の
頃
、
中
菊
愛
好
家
某
の
追
善
会
を
機
に
、
そ

こ
に
集
ま
っ
た
面
々
に
よ
っ
て
一
八
八
九
年
に
秋
香
会
が
設
立
さ
れ
た
。
池
上

本
門
寺
境
内
の
永
寿
院
の
住
職
永
野
顗
山
が
仮
会
長
に
就
い
た
が
、
会
長
は
「
社

会
的
に
力
の
あ
る
人
」
で
あ
る
べ
き
と
の
意
見
に
よ
り
、
翌
一
八
九
〇
年
に
衆

議
院
書
記
官
長
の
曾
禰
荒
助
が
会
長
に
就
任
し
た）

30
（

。
曾
禰
も
水
本
の
薫
陶
を
受

け
て
お
り
、
参
事
院
議
官
補
時
代
に
梅
や
菊
を
育
て
て
い
た
と
こ
ろ
、
同
じ
く

議
官
の
水
本
か
ら
「
足
下
の
気
性
到
底
養
菊
に
堪
へ
ず
」
と
言
わ
れ
、
憤
慨
し

て
菊
造
り
に
の
め
り
込
ん
だ
。
内
閣
記
録
局
長
時
代
に
は
「
同
好
の
僚
友
と
秋

香
吟
社
な
る
も
の
を
作
り
て
頻
り
に
菊
花
の
培
養
に
腐
心
」
し
、
菊
見
の
会
を

自
邸
に
開
い
て
菊
と
酒
を
楽
し
ん
だ
と
い
う）

3（
（

。
そ
の
後
も
毛
利
五
郎
、
林
博
太

郎
、
芳
川
寛
治
と
い
っ
た
華
族
が
秋
香
会
の
会
長
を
務
め
た
。

　

残
念
な
が
ら
こ
の
頃
の
『
秋
香
会
会
報
』
は
見
ら
れ
な
い
が
、
一
八
九
〇
年

開
催
の
談
話
会
の
筆
記
『
秋
香
会
養
菊
談
話
抄
』
を
確
認
し
た
い
。
会
の
冒
頭
、

福
羽
逸
人
は
前
節
で
紹
介
し
た
持
論
を
展
開
し
て
秋
香
会
の
中
菊
中
心
の
方
針

に
疑
義
を
呈
し
、「
菊
の
種
類
は
大
中
小
其
他
嵯
峨
の
類
に
至
る
ま
で
一
切
研

究
し
て
、
追
々
と
談
話
会
を
屡
々
開
い
て
、
諸
君
が
得
る
所
を
述
べ
て
、
互
に

講
究
し
た
い
」
と
提
案
し
た
。
対
し
て
、
秋
香
会
の
仮
会
長
を
務
め
た
永
野
顗

山
は
「
少
し
福
羽
さ
ん
に
は
失
礼
の
や
う
で
あ
り
ま
す
が
、
小
菊
大
菊
な
ど
は
、

此
の
狂
菊
を
造
る
階
梯
の
も
の
で
、
あ
れ
は
私
共
の
眼
か
ら
見
れ
は
、
是
れ
は

過
去
の
も
の
で
、
賞
翫
す
る
に
足
ら
な
い
と
云
ふ
考
へ
で
す
」、「
進
歩
し
た
の
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が
狂
菊
で
あ
る
の
で
す
」
な
ど
と
中
菊
の
優
位
性
へ
の
確
信
、
大
菊
・
小
菊
へ

の
軽
視
を
隠
さ
な
い
。
曾
禰
会
長
は
両
者
を
取
り
な
し
て
福
羽
の
意
見
を
認
め

な
が
ら
も
、
こ
の
話
題
は
後
日
に
回
さ
れ
、
中
菊
以
外
の
菊
も
研
究
・
改
良
・

輸
出
す
べ
き
と
い
う
福
羽
の
提
案
は
容
れ
ら
れ
な
か
っ
た）

32
（

。
福
羽
が
批
判
し
た

よ
う
に
、
秋
香
会
は
中
菊
中
心
の
「
嗜
好
的
主
義
」
の
会
で
あ
り
、
菊
の
輸
出

を
目
指
す
よ
う
な
「
営
利
的
の
栽
培
」
に
背
を
向
け
て
い
た
。

　

秋
香
会
は
毎
年
一
一
月
の
品
評
会
の
開
催
、
出
品
す
る
菊
の
審
査
基
準
の
統

一
、
菊
苗
の
分
譲
、『
秋
香
会
会
報
』
の
発
行
な
ど
多
彩
な
活
動
を
行
っ
た
。

品
評
会
は
曾
禰
の
私
邸
や
大
蔵
大
臣
官
邸
、
毛
利
男
爵
邸
な
ど
で
開
催
さ
れ
、

そ
の
模
様
や
順
位
は
新
聞
で
報
道
さ
れ
た）

33
（

。
秋
香
会
は
「
会
員
に
限
り
、
毎
年

観
菊
御
宴
後
、
日
を
期
し
て
拝
観
を
許
さ
れ
た
れ
ば
漸
次
会
員
も
増
加
し
」
た

と
い
う）

31
（

。
中
菊
の
人
気
は
高
ま
り
、「
明
治
三
十
年
頃
か
ら
、
中
菊
は
名
士
の

間
に
異
常
な
流
行
を
見
る
に
至
」
っ
た
の
だ
っ
た）

31
（

。
秋
香
会
に
入
会
す
る
と
、

優
れ
た
菊
苗
や
栽
培
の
知
識
を
も
ら
え
る
だ
け
で
な
く
、
品
評
会
へ
の
出
品
や

会
合
・
観
菊
を
通
じ
て
名
士
と
交
流
で
き
た
。
品
評
会
で
入
賞
す
る
と
新
聞
で

報
じ
ら
れ
、
中
菊
を
御
苑
に
献
納
す
る
光
栄
も
得
ら
れ
る
。
秋
香
会
以
外
の
個

人
間
で
も
、
中
菊
の
贈
物
を
通
じ
た
関
係
は
見
ら
れ
た）

31
（

。
こ
う
し
た
点
は
、
中

菊
が
社
交
の
手
段
と
し
て
も
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。

　

植
物
で
寿
命
の
あ
る
中
菊
は
、
育
て
続
け
る
手
間
暇
が
か
か
る
趣
味
で
あ
る
。

菊
の
品
種
を
保
存
・
作
出
す
る
情
熱
と
地
位
を
併
せ
持
っ
た
水
本
成
美
が
没
し

た
後
、
有
栖
川
宮
熾
仁
の
よ
う
に
中
菊
栽
培
か
ら
遠
ざ
か
る
者
も
い
た
。
そ
う

し
た
な
か
設
立
さ
れ
た
秋
香
会
は
、
水
本
が
果
た
し
た
役
割
を
会
と
し
て
担
う

と
と
も
に
、
趣
味
に
関
す
る
個
人
間
の
交
流
を
社
交
に
押
し
上
げ
る
役
割
を
も

果
た
し
た
。
秋
香
会
は
中
菊
を
栽
培
す
る
便
宜
に
加
え
、
品
評
会
で
入
賞
し
た

場
合
の
栄
誉
、
高
貴
な
同
好
の
名
士
た
ち
と
交
流
す
る
機
会
を
得
ら
れ
る
場
で

あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
中
菊
は
、
そ
う
し
た
交
流
が
可
能
な
東
京
近
辺
、
と
り

わ
け
「
主
な
る
会
員
が
高
貴
の
人
に
多
い
為
め
に
、
東
京
で
は
山
の
手
方
面
に

発
達
し
」
て
流
行
し
た
と
考
え
ら
れ
る）

31
（

。

三
　
大
正
期
に
お
け
る
大
菊
の
流
行
と
中
菊
の
衰
退

　

し
か
し
、
明
治
末
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
東
京
で
も
大
菊
が
流
行
し
、
中
菊

は
衰
退
し
て
い
っ
た
。

　

そ
の
要
因
の
第
一
は
、
菊
花
大
会
の
開
催
で
あ
る
。
品
評
会
の
開
催
に
よ
っ

て
中
菊
の
人
気
を
高
め
た
秋
香
会
だ
が
、
一
八
九
九
年
度
か
ら
中
菊
以
外
の
大

菊
・
小
菊
も
品
評
会
の
審
査
対
象
と
す
る
よ
う
に
決
議
さ
れ
た
。
一
八
九
九
年

の
品
評
会
は
福
羽
の
勤
め
る
新
宿
御
苑
で
開
か
れ
、
福
羽
の
栽
培
す
る
大
菊
や

小
菊
が
出
品
さ
れ
た）

38
（

。
そ
の
後
に
つ
い
て
、
昭
和
期
の
秋
香
会
の
理
事
長
松
濤

芳
俊
は
こ
う
述
べ
る
。

　

中
菊
専
門
の
人
々
の
内
に
も
時
勢
に
応
じ
て
明
治
三
十
二
年
に
は
大

菊
を
ぽ
つ
〳
〵
作
り
始
め
て
ゐ
た
の
で
す
が
、
明
治
四
十
一
年
上
野
不

忍
池
畔
に
開
か
れ
た
菊
花
大
会
、
四
十
二
年
の
日
比
谷
公
園
に
催
さ
れ

た
全
国
菊
花
大
会
、
四
十
四
年
の
両
国
回
向
院
境
内
に
於
け
る
全
国
菊

花
大
会
と
い
ふ
や
う
に
、
中
菊
の
外
大
菊
其
他
の
綜
合
菊
花
大
会
が
、

次
ぎ
〳
〵
に
開
か
れ
る
や
う
に
な
り
ま
し
て
、
漸
次
大
菊
其
他
に
眼
を

移
す
も
の
が
増
え
て
ま
ゐ
り
ま
し
た
。
続
い
て
大
正
二
年
と
大
正
四
年

か
ら
は
引
続
き
東
京
市
主
催
の
菊
花
大
会
が
日
比
谷
に
開
か
れ
る
や
う

に
な
り
ま
し
て
か
ら
は
、
益
々
一
般
が
大
菊
其
他
に
注
意
を
す
る
や
う
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に
な
り
、
中
菊
育
成
者
の
中
に
も
中
菊
趣
味
と
大
菊
趣
味
と
の
二
つ
の

流
れ
が
出
来
る
や
う
に
な
つ
た
の
で
あ
り
ま
す）

31
（

。

秋
香
会
の
品
評
会
に
つ
い
で
、
明
治
四
〇
年
代
以
降
に
は
中
菊
以
外
の
菊
も
対

象
に
含
む
菊
花
大
会
が
公
園
な
ど
で
開
催
さ
れ
、
そ
こ
で
大
菊
を
見
た
中
菊
栽

培
家
た
ち
が
大
菊
を
作
り
始
め
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
う
ち
一
九
〇
九
年
に
日
比
谷
公
園
で
開
か
れ
た
全
国
菊
花
大
競
技
会
は
、

東
京
毎
日
新
聞
社
が
主
催
、
報
知
新
聞
社
、
日
本
園
芸
会
、
秋
香
会
が
協
賛
と

な
り
、
大
隈
重
信
が
会
長
を
務
め
た
。
大
隈
は
福
羽
と
同
様
に
「
欧
米
各
国
の

優
秀
品
を
も
凌
駕
し
て
精
神
的
に
は
大
に
国
民
の
品
位
を
高
め
実
利
的
に
は
盛

ん
に
海
外
輸
出
を
も
行
ひ
国
利
民
福
併
せ
て
企
図
せ
ら
れ
ん
事
を
切
望
」
し
、

会
長
に
就
任
し
た
と
い
う
。
切
花
の
部
八
二
一
点
の
う
ち
、
大
菊
五
六
六
点
、

中
菊
一
二
二
点
、
広
熨
斗
（
一
文
字
菊
）
四
九
点
、
伊
勢
菊
六
点
、
嵯
峨
菊
三

点
、
小
菊
四
四
点
、
野
菊
三
一
点
と
様
々
な
品
種
が
出
品
さ
れ
、
中
で
も
「
大

菊
は
全
出
品
中
第
一
位
を
占
め
」
た）

10
（

。「
大
菊
が
東
京
に
流
行
し
ま
し
た
の
は
、

明
治
の
末
か
ら
大
正
の
始
め
に
掛
け
て
ゞ
、
大
隈
侯
の
主
催
に
依
る
日
比
谷
の

菊
花
大
会
が
行
は
れ
た
以
後
で
あ
り
ま
す
」
と
回
想
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
大

会
は
大
菊
の
流
行
の
引
き
金
と
な
っ
た）

1（
（

。

　

第
二
に
、
好
み
の
変
化
で
あ
る
。
概
し
て
言
え
ば
、
中
菊
は
開
花
後
に
生
ず

る
花
弁
の
変
化
で
あ
る
狂
い
を
、
大
菊
は
開
花
か
ら
咲
き
切
る
ま
で
の
花
弁
の

雄
弁
さ
を
観
賞
す
る
と
い
う
好
み
の
違
い
が
あ
っ
た
。
明
治
期
か
ら
大
正
期
に

か
け
て
の
花
卉
に
つ
い
て
、「
一
目
見
て
如
何
に
も
奇
麗
で
あ
る
か
ら
何
人
の

眼
を
も
よ
く
刺
激
し
て
之
を
愛
好
せ
し
め
る
」
品
種
が
人
気
を
博
す
る
「
観
賞

眼
の
変
化
」
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
中
菊
の
狂
い
の
よ
う
に
、
そ
の
価
値
が
「
其

道
に
携
は
つ
た
者
で
な
い
限
り
は
容
易
に
」
分
か
ら
な
い
特
徴
よ
り
、「
素
人

好
き
」
と
さ
れ
る
大
菊
の
雄
弁
さ
が
好
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る）

12
（

。

　

第
三
に
、
中
菊
栽
培
の
難
し
さ
で
あ
る
。
秋
香
会
副
会
長
を
務
め
た
石
川
保

太
郎
は
、「
中
菊
の
花
壇
を
作
る
と
云
ふ
に
は
、
都
会
生
活
の
如
き
、
小
面
積

の
地
積
し
か
持
た
ぬ
人
々
に
と
つ
て
は
行
ひ
た
く
も
行
ひ
得
な
い
方
法
で
あ
る

し
、
又
、
費
用
、
手
間
の
点
か
ら
云
つ
て
も
、
そ
れ
に
は
莫
大
な
る
も
の
を
要

し
」
た
た
め
衰
退
し
た
の
だ
と
述
べ
る）

13
（

。
そ
の
点
を
改
善
す
る
た
め
中
菊
の
小

鉢
作
り
が
考
案
さ
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
「
綺
麗
に
作
る
に
は
ど
う
し
て
も
相
当

な
熟
練
を
要
す
る
の
で
」、
中
菊
よ
り
容
易
に
栽
培
で
き
る
「
大
菊
の
や
う
に

大
衆
的
と
な
ら
な
か
つ
た）

11
（

」。

　

第
四
に
、
こ
こ
に
示
さ
れ
た
菊
栽
培
の
「
大
衆
化
」
の
問
題
が
あ
る
。

一
九
四
〇
年
に
開
か
れ
た
秋
香
会
会
員
の
「
中
菊
振
興
座
談
会
」
で
は
、
か
つ

て
中
菊
は
「
大
名
式
の
人
」、「
華
族
さ
ん
だ
と
か
富
豪
」
と
い
っ
た
「
い
ゝ
方

が
沢
山
作
つ
て
ゐ
ら
れ
た
た
め
に
大
衆
的
に
弘
ま
ら
な
か
つ
た
」
が
、「
大
菊

の
方
は
初
め
か
ら
さ
う
い
ふ
傾
向
は
な
か
つ
た
た
め
弘
ま
つ
た
、
入
り
易
か
つ
た
」

と
回
顧
さ
れ
た
。
ま
た
、「
菊
を
作
る
人
の
階
級
が
一
般
的
に
な
つ
て
来
た
」、

「
大
衆
的
に
な
つ
て
来
て
、
一
坪
の
土
地
で
も
作
」
る
よ
う
に
な
っ
た
反
面
、「
大

庭
園
で
作
る
人
が
段
々
無
く
な
つ
て
来
た
た
め
に
、
実
生
す
る
人
が
少
く
な
つ
た
」

と
、
中
菊
の
栽
培
環
境
も
困
難
さ
を
増
し
た
。「
電
車
の
車
掌
さ
ん
が
秋
香
会

な
ん
か
で
も
何
割
か
占
め
て
ゐ
る
と
い
ふ
の
で
、
会
の
役
員
会
へ
出
て
も
、
昔

の
役
員
会
と
今
の
役
員
会
と
で
は
品
が
違
ひ
ま
す
よ
」、「
昔
は
羽
織
袴
で
チ
ヤ

ン
と
殿
様
が
揃
つ
た
の
で
す
か
ら
、
全
然
階
級
が
変
つ
ち
や
つ
た
ん
で
す
」
と
、

中
菊
愛
好
家
た
ち
の
性
格
も
「
大
衆
化
」
し
た）

11
（

。

　

秋
香
会
が
名
士
の
邸
宅
で
会
合
を
開
い
た
の
に
対
し
て
、
明
治
四
〇
年
代
以

降
に
は
公
園
等
の
よ
り
開
か
れ
た
場
所
で
菊
花
大
会
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
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た
。
一
定
の
土
地
と
栽
培
技
術
を
必
要
と
す
る
中
菊
に
比
べ
て
、
よ
り
狭
い
土

地
で
容
易
に
栽
培
で
き
る
大
菊
は
「
都
会
生
活
」
や
「
大
衆
化
」
に
適
し
て
お

り
、
中
菊
に
代
わ
っ
て
流
行
し
て
い
っ
た
。
ま
た
中
菊
愛
好
家
た
ち
自
身
の
「
大

衆
化
」
は
、
中
菊
が
流
行
し
た
要
因
で
あ
る
社
交
道
具
と
し
て
の
中
菊
の
価
値

を
も
低
下
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
要
因
か
ら
、
時
代
が
下
る
に
つ

れ
て
中
菊
の
栽
培
は
衰
退
し
て
い
っ
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
大
菊
や
小
菊
の
愛
好
家
た
ち
は
秋
香
会
と
同
様
に
そ
れ
ぞ
れ

愛
好
家
団
体
を
結
成
し
、
流
行
を
担
っ
て
い
く
。
代
表
的
な
団
体
と
し
て
、
大

菊
の
東
京
重
陽
会
（
一
九
一
五
年
）、
大
菊
の
千
秋
会
（
一
九
一
七
年
）、
小
菊

の
長
生
会
（
一
九
一
七
年
）
が
設
立
さ
れ
た）

11
（

。
活
動
内
容
は
秋
香
会
と
同
様
で
、

品
評
会
の
開
催
や
菊
苗
の
配
布
、
栽
培
方
法
の
普
及
や
会
報
の
発
行）

11
（

な
ど
を
行
っ

た
。
東
京
以
外
の
各
地
で
も
、
大
菊
を
栽
培
し
て
い
た
京
都
の
菊
友
会
や
そ
こ

か
ら
分
裂
し
た
京
都
重
陽
会
、
大
阪
の
秋
芳
会
な
ど
と
い
っ
た
菊
の
愛
好
家
団

体
が
活
動
し
て
い
た）

18
（

。

　

こ
れ
ら
の
会
の
設
立
事
情
に
つ
い
て
は
史
料
状
況
か
ら
詳
し
く
触
れ
ら
れ
な

い
が
、
例
え
ば
東
京
重
陽
会
副
会
長
の
池
田
喜
兵
衛
は
、
秋
香
会
に
属
し
て
中

菊
を
作
っ
て
い
た
が
「
大
輪
菊
を
作
る
方
が
あ
り
ま
せ
ん
故
、
中
菊
丈
で
は
物

足
ら
ぬ
様
に
思
ひ
」
同
志
を
糾
合
し
て
重
陽
会
を
設
立
し
た
と
述
べ
る）

11
（

。
宝
塚

菊
花
協
会
幹
事
の
木
村
太
一
郎
は
、「
関
東
の
中
菊
愛
好
家
」
が
「
関
西
大
菊
」

の
「
進
歩
改
良
を
企
て
」
ず
、
中
菊
が
衰
退
し
た
こ
と
を
批
判
し
た）

10
（

。
中
菊
中

心
の
秋
香
会
の
活
動
に
刺
激
さ
れ
、
あ
る
い
は
そ
う
し
た
秋
香
会
へ
の
不
満
を

抱
き
、
中
菊
以
外
の
品
種
の
菊
愛
好
家
団
体
が
設
立
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

四
　
昭
和
期
に
お
け
る
中
菊
の
再
再
興
の
挫
折

　

昭
和
期
に
入
っ
て
も
中
菊
栽
培
の
衰
退
は
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
昭
和
に
改
元

さ
れ
た
一
九
二
六
年
創
刊
の
園
芸
雑
誌
『
実
際
園
芸
』
は
、
こ
こ
ま
で
参
照
し

て
き
た
よ
う
に
毎
年
一
一
月
頃
に
菊
の
特
集
号
を
組
み
、
菊
の
愛
好
家
団
体
関

係
者
や
学
者
ら
に
よ
る
菊
の
栽
培
・
鑑
賞
方
法
に
関
す
る
記
事
を
数
多
く
掲
載

し
た
。
記
事
の
傾
向
に
着
目
す
る
と
、
一
九
二
八
年
の
臨
時
増
刊
「
菊
花
栽
培

秘
訣
」
の
執
筆
者
は
秋
香
会
、
重
陽
会
、
長
生
会
、
千
秋
会
の
順
で
中
菊
が
先

頭
に
あ
っ
た
が
、
一
九
三
〇
年
の
臨
時
増
刊
「
菊
花
栽
培
大
観
」
で
は
大
菊
の

記
事
一
一
本
、
小
菊
の
記
事
五
本
に
続
い
て
、
中
菊
の
記
事
は
二
本
し
か
掲
載

さ
れ
て
い
な
い
。
他
の
号
で
も
同
様
で
、
執
筆
者
も
固
定
化
し
て
お
り
、『
実

際
園
芸
』
の
誌
面
か
ら
も
中
菊
の
衰
退
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
中
菊
の
再
再
興
を
試
み
た
人
物
に
、
三
代
目
中
山
恒
三
郎

が
い
る）

1（
（

。
神
奈
川
県
都
筑
郡
川
和
村
の
中
山
恒
三
郎
家
は
酒
類
問
屋
を
中
心
に

様
々
な
事
業
を
手
掛
け
た
豪
商
で
、
代
々
菊
作
り
に
励
ん
で
い
た
こ
と
で
知
ら

れ
る
。
先
述
の
よ
う
に
明
治
一
一
・
一
二
年
頃
の
主
な
中
菊
栽
培
家
に
数
え
ら

れ
た
ほ
か
、
一
八
九
一
年
一
一
月
二
二
日
に
は
有
栖
川
宮
熾
仁
が
観
覧
に
来
る

な
ど）

12
（

、
そ
の
菊
園
「
松
林
甫
」（
松
林
圃
）
は
菊
の
名
所
と
し
て
人
気
を
博
し
た
。

「
一
千
有
種
の
菊
花
を
培
養
し
衆
人
の
求
め
に
よ
り
て
ハ
快
く
縦
覧
を
許
せ
ど

原
よ
り
益
利
主
義
な
ら
ね
バ
一
文
の
茶
代
だ
も
申
受
け
ず
」
と
、
お
金
を
取
ら

ず
衆
庶
に
庭
園
を
縦
覧
さ
せ
、
そ
の
名
望
は
東
京
に
も
伝
わ
っ
て
い
た）

13
（

。

　

特
筆
す
べ
き
は
、
一
八
二
九
（
文
政
一
二
）
年
に
幕
臣
松
浦
某
か
ら
菊
苗
を

譲
り
受
け
て
以
降
、
中
山
恒
三
郎
家
が
中
菊
栽
培
を
世
襲
し
た
点
で
あ
る
。
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一
八
七
七
年
生
ま
れ
の
三
代
目
中
山
恒
三
郎
は
、
菊
作
り
に
取
り
組
ん
だ
理
由

を
こ
う
語
る
。
二
代
目
が
一
八
九
八
年
に
没
し
て
「
若
年
の
余
は
不
得
止
家
督

を
相
続
す
る
と
共
に
菊
の
世
話
を
継
承
す
る
こ
と
に
な
つ
た
、
さ
れ
ど
も
若
年

の
余
に
は
菊
作
り
の
如
き
隠
居
仕
事
は
余
り
感
心
し
な
か
つ
た
が
、
祖
父
以
来

父
も
叔
父
も
世
を
去
る
毎
に
「
菊
は
作
れ
よ
、
土
地
の
繁
栄
に
な
る
か
ら
家
業

を
妨
げ
ざ
る
程
度
に
於
て
作
れ
」
と
こ
う
遺
言
し
た
」。
栽
培
方
法
を
習
っ
て

い
た
の
で
、
遺
言
に
従
い
菊
を
作
り
「
一
年
二
年
と
過
ぐ
る
中
に
段
々
と
面
白

く
な
つ
て
今
で
は
友
人
か
ら
菊
狂
と
云
は
る
ゝ
や
う
に
な
っ
た
」
と
い
う）

11
（

。

　

秋
香
会
設
立
時
の
名
士
た
ち
は
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
世
を
去
っ
て
い
っ

た
。
前
述
の
よ
う
に
、
植
物
で
あ
る
中
菊
は
育
て
続
け
な
け
れ
ば
次
代
に
引
き

継
げ
な
い
。
そ
の
た
め
昭
和
期
に
は
「
現
在
中
菊
の
各
品
種
を
保
存
さ
れ
て
ゐ

る
の
は
、
神
奈
川
県
の
中
山
恒
三
郎
氏
及
び
東
京
の
小
原
厚
氏
だ
け
」
と
い
う

状
況
に
陥
っ
て
い
た）

11
（

。
家
業
と
と
も
に
趣
味
の
菊
栽
培
を
世
襲
し
た
中
山
恒
三

郎
家
は
、
古
花
の
保
存
や
新
花
の
作
出
を
一
手
に
担
う
、
中
菊
栽
培
に
と
っ
て

稀
有
な
存
在
と
な
っ
て
い
た
。

　

さ
ら
に
三
代
目
中
山
恒
三
郎
は
、
一
九
一
五
年
か
ら
一
九
三
〇
年
ま
で
秋
香

会
の
副
会
長
を
務
め
な
が
ら
、『
実
際
園
芸
』
な
ど
に
記
事
を
寄
せ
て
栽
培
方

法
の
普
及
に
も
尽
力
し
た
。
先
に
引
用
し
た
小
原
厚
や
石
川
保
太
郎
ら
大
正
・

昭
和
期
の
中
菊
愛
好
家
の
多
く
は
、
三
代
目
中
山
恒
三
郎
か
ら
栽
培
技
法
や
品

種
を
伝
え
て
も
ら
い
中
菊
の
栽
培
を
始
め
て
い
た）

11
（

。
弟
子
を
育
て
た
点
で
も
、

三
代
目
中
山
恒
三
郎
は
水
本
成
美
に
匹
敵
す
る
人
物
で
あ
っ
た
。

　

中
菊
の
人
気
を
取
り
戻
す
た
め
、
三
代
目
中
山
恒
三
郎
は
中
菊
の
小
鉢
作
り

に
着
手
し
た
。
小
鉢
で
栽
培
で
き
れ
ば
、
中
菊
が
大
菊
に
劣
っ
て
い
た
「
地
積

と
、
手
数
を
多
く
要
す
る
と
云
ふ
不
利
を
除
く
事
が
出
来
る
の
で
、
誰
に
で
も

簡
単
に
こ
の
栽
培
に
取
掛
る
事
が
出
来
る
」
と
期
待
し
た
の
で
あ
る）

11
（

。
し
か
し

そ
の
取
り
組
み
が
広
ま
る
前
に
、
三
代
目
中
山
恒
三
郎
は
一
九
三
〇
年
に
壮
年

に
し
て
死
去
し
て
し
ま
い
、
中
菊
の
再
再
興
は
挫
折
に
終
わ
っ
た
。

　

そ
の
後
の
中
菊
に
つ
い
て
確
認
し
よ
う
。
日
中
戦
争
勃
発
後
の
一
九
三
八
年

に
は
『
実
際
園
芸
』
で
「
事
変
下
の
菊
作
り
」
と
銘
打
つ
特
集
が
組
ま
れ
た
が
、

中
身
は
以
前
の
号
と
変
わ
ら
ず
、
中
菊
の
記
事
は
載
ら
な
か
っ
た
。『
実
際
園
芸
』

も
次
第
に
蔬
菜
関
係
の
記
事
が
増
え
、
一
九
四
一
年
に
は
廃
刊
に
至
っ
た
。

　

一
九
四
〇
年
に
は
松
濤
芳
俊
の
『
中
菊
の
作
り
方
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
日
露

戦
争
の
最
中
も
菊
作
り
は
盛
ん
だ
っ
た
こ
と
を
引
き
合
い
に
、「
余
裕
綽
々
た

る
銃
後
国
民
の
気
魄
が
あ
り
ま
し
た
れ
ば
こ
そ
、
戦
争
に
対
す
る
国
民
の
覚
悟

に
一
層
の
拍
車
を
か
け
た
の
で
あ
る
と
も
い
へ
な
い
こ
と
は
な
い
で
せ
う
」
と
、

戦
争
中
に
菊
を
作
る
意
義
を
曲
が
り
な
り
に
も
捻
り
だ
そ
う
と
し
て
い
た）

18
（

。

　

本
書
の
関
連
企
画
と
し
て
開
か
れ
た
「
中
菊
振
興
座
談
会
」
で
は
、
出
席
し

た
秋
香
会
の
一
会
員
か
ら
、「
日
本
の
国
花
で
あ
り
、
御
紋
章
で
あ
る
」
菊
を

全
国
か
ら
献
上
し
、
天
覧
に
供
す
る
「
菊
の
国
民
花
運
動
」
を
始
め
た
い
と
の

声
が
上
が
っ
た
。
も
っ
と
も
、
皇
室
の
紋
章
で
あ
る
一
文
字
菊
は
中
菊
と
は
形

が
異
な
り
、
そ
の
た
め
か
菊
を
「
日
本
の
国
花
」
と
す
る
言
説
は
、
従
来
の
中

菊
関
係
の
記
事
で
ほ
と
ん
ど
強
調
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
記
事
は
、
各
品

種
で
一
定
数
が
選
出
さ
れ
る
な
ら
ば
栽
培
者
の
少
な
い
中
菊
は
大
菊
よ
り
有
利
で
、

中
菊
の
「
新
花
奨
励
」
に
も
役
立
つ
と
い
っ
た
都
合
の
い
い
目
論
見
を
述
べ
た

に
過
ぎ
ず
、
そ
の
後
「
菊
の
国
民
花
運
動
」
が
具
体
化
し
た
形
跡
は
な
い）

11
（

。
輸

出
や
国
威
発
揚
、「
営
利
的
の
栽
培
」
に
背
を
向
け
た
「
嗜
好
的
主
義
」
の
活

動
を
続
け
て
き
た
秋
香
会
に
は
、
も
は
や
中
菊
の
再
再
興
の
試
み
を
実
現
さ
せ

る
土
壌
は
な
か
っ
た
。
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お
わ
り
に

　

江
戸
時
代
に
流
行
し
た
菊
の
栽
培
は
、
明
治
維
新
に
よ
る
衰
退
を
経
て
、
二

つ
の
志
向
に
枝
分
か
れ
し
た
。
欧
米
を
意
識
し
て
宮
中
の
観
菊
会
が
始
ま
る
と

と
も
に
、
輸
出
品
や
国
威
発
揚
の
手
段
と
し
て
の
大
菊
栽
培
が
福
羽
逸
人
に
よ
っ

て
提
唱
さ
れ
た
。
し
か
し
明
治
時
代
に
日
本
国
内
で
流
行
し
た
の
は
、
福
羽
が

「
嗜
好
的
主
義
」
と
批
判
し
た
、
愛
好
家
た
ち
に
よ
る
中
菊
の
栽
培
で
あ
っ
た
。

官
僚
・
華
族
ら
の
園
芸
趣
味
の
中
心
に
あ
っ
て
中
菊
を
再
興
し
た
水
本
成
美
の

亡
き
後
、
一
八
八
九
年
に
中
菊
愛
好
家
団
体
で
あ
る
秋
香
会
が
設
立
さ
れ
た
。

秋
香
会
は
菊
苗
の
分
譲
や
知
識
の
共
有
と
い
っ
た
栽
培
上
の
便
宜
を
与
え
、
品

評
会
の
開
催
等
を
通
じ
て
中
菊
趣
味
の
社
会
的
地
位
を
高
め
、
明
治
三
〇
年
頃

に
中
菊
は
全
盛
期
を
迎
え
た
。
だ
が
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
、
公

園
で
の
菊
花
大
会
を
き
っ
か
け
に
菊
栽
培
の
「
大
衆
化
」
が
生
じ
る
と
、
栽
培

に
土
地
や
費
用
が
必
要
な
中
菊
か
ら
、
よ
り
簡
易
な
大
菊
に
流
行
が
移
っ
た
。

設
立
時
の
名
士
た
ち
が
世
を
去
る
に
つ
れ
て
、
社
交
道
具
と
し
て
の
魅
力
も
衰

え
た
中
菊
は
衰
退
し
た
。
大
正
～
昭
和
初
期
の
中
菊
界
を
担
っ
た
三
代
目
中

山
恒
三
郎
も
壮
年
に
し
て
亡
く
な
り
、
そ
の
中
菊
再
再
興
の
試
み
も
実
を
結
ば

な
か
っ
た
。
中
山
恒
三
郎
家
に
お
い
て
も
戦
時
中
に
菊
の
栽
培
を
止
め
た
よ
う

に
）
10
（

、
近
代
日
本
の
中
菊
趣
味
は
多
く
の
品
種
ご
と
ほ
ぼ
枯
れ
果
て
る
に
至
り
、

現
代
で
は
新
宿
御
苑
な
ど
ご
く
限
ら
れ
た
場
所
で
栽
培
さ
れ
る
に
と
ど
ま
る
。

　

は
じ
め
に
で
触
れ
た
よ
う
に
、
本
稿
で
は
『
秋
香
会
会
報
』
な
ど
の
史
料
を

確
認
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
園
芸
雑
誌
等
の
分
析
に
と
ど
ま
っ
た
。
だ
が
現
在
、

横
浜
市
ふ
る
さ
と
歴
史
財
団
に
よ
っ
て
、
中
山
恒
三
郎
家
に
保
存
さ
れ
て
い
た

数
万
点
に
も
及
ぶ
史
料
の
整
理
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
中
山
恒
三
郎
家
に
お
け

る
菊
栽
培
に
関
す
る
史
料
や
、
他
に
所
蔵
の
な
い
秋
香
会
関
係
の
冊
子
類
を
豊

富
に
含
む
と
見
込
ま
れ
て
お
り
、
本
稿
が
辿
っ
た
近
代
日
本
の
菊
の
歴
史
を
さ

ら
に
深
め
る
稀
有
な
史
料
群
と
な
り
う
る
。
中
山
恒
三
郎
家
文
書
を
用
い
た
考

察
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
期
し
た
い
。

［
註
］

（
１
）　

前
近
代
に
お
け
る
菊
の
栽
培
史
に
つ
い
て
は
戦
前
来
の
蓄
積
が
あ
る
。
代
表
的

な
文
献
と
し
て
、
丹
羽
鼎
三
「
日
本
栽
培
菊
の
起
源
に
関
す
る
考
説
（
一
）（
二
）」

（『
日
本
園
芸
雑
誌
』
第
四
一
年
第
五
・
六
号
、
一
九
二
九
年
五
・
六
月
）、
北
村
四

郎
「
菊
の
花
の
変
化
の
歴
史
」（『
北
村
四
郎
選
集
Ⅲ　

植
物
文
化
史
』
保
育
社
、

一
九
八
七
年
、
初
出
一
九
六
七
年
）、『
週
刊
朝
日
百
科　

植
物
の
世
界
八　

キ
ク

の
園
芸
品
種
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
四
年
）、『
伝
統
の
古
典
菊
』（
国
立
歴
史

民
俗
博
物
館
編
・
発
行
、
二
〇
一
五
年
）。

（
２
）　

代
表
的
な
研
究
と
し
て
、
斎
藤
正
二
『
日
本
人
と
サ
ク
ラ
』（
講
談
社
、

一
九
八
〇
年
）、
大
貫
恵
美
子
『
ね
じ
曲
げ
ら
れ
た
桜
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）、

有
岡
利
幸
『
桜
Ⅱ
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
3
）　

平
野
恵
『
十
九
世
紀
日
本
の
園
芸
文
化
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）
第

二
部
第
三
章
、
同
「
明
治
の
菊
花
壇
と
菊
人
形
」（
前
掲
、『
伝
統
の
古
典
菊
』
六
四

～
六
七
頁
）。

（
4
）　

平
野
恵
「
明
治
・
大
正
期
の
花
き
園
芸
文
化
」（「
日
本
花
き
園
芸
産
業
史
・

二
〇
世
紀
」
刊
行
会
編
『
日
本
花
き
園
芸
産
業
史
・
二
〇
世
紀
』
花
卉
園
芸
新
聞

社
、
二
〇
一
九
年
）
三
三
三
～
三
三
五
頁
。
こ
の
ほ
か
平
野
氏
は
、
酒
井
忠
興
伯

爵
邸
、
大
隈
重
信
伯
爵
邸
と
い
っ
た
華
族
の
邸
宅
の
温
室
で
栽
培
さ
れ
た
植
物
の

一
種
に
菊
を
挙
げ
て
い
る
（
平
野
恵
『
温
室
』
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
〇
年
、

二
一
九
、二
二
七
頁
）。

（
5
）　

白
幡
洋
三
郎
『
プ
ラ
ン
ト
ハ
ン
タ
ー
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
五
年
、
初
出

一
九
九
四
年
）
一
六
七
～
一
六
九
、二
四
六
～
二
五
四
頁
。
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（
6
）　

白
幡
洋
三
郎
「
菊
と
万
国
博
」（
吉
田
光
邦
編
『
万
国
博
覧
会
の
研
究
』
思
文

閣
出
版
、
一
九
八
六
年
）。

（
7
）　

近
藤
三
雄
・
平
野
正
裕
『
絵
図
と
写
真
で
た
ど
る
明
治
の
園
芸
と
緑
化
』（
誠

文
堂
新
光
社
、
二
〇
一
七
年
）
二
六
～
二
八
、一
二
六
～
一
二
七
、一
五
〇
頁
、
近

藤
三
雄
編
著
・
平
野
正
裕
・
松
山
誠
・
粟
野
隆
著
『
百
花
繚
乱
「
横
浜
植
木
物
語
」』

（
誠
文
堂
新
光
社
、
二
〇
二
一
年
）
一
八
二
～
一
八
三
頁
（
い
ず
れ
も
近
藤
三
雄
氏

執
筆
箇
所
）。

（
8
）　

川
上
寿
代
『
事
典
観
桜
会
・
観
菊
会
全
史
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
七
年
）。

（
９
）　
〔
秋
香
会
審
査
員
中
山
恒
三
郎
・
秋
香
会
副
会
長
石
川
保
太
郎
〕「
菊
花
の
栽
培
」

（『
綜
合
園
芸
大
系　

第
九
篇
（
最
新
花
卉
園
芸　

三
版　

朝
顔
・
菊
・
盆
栽
篇
）』

誠
文
堂
、
一
九
三
三
年
）
一
五
八
～
一
五
九
頁
。

（
10
）　

丹
羽
鼎
三
「
科
学
的
に
観
た
る
日
本
の
菊
」（『
日
本
学
術
協
会
報
告
』
第
六
巻
、

一
九
三
一
年
）
八
三
八
～
八
四
二
、八
五
六
～
八
七
九
頁
、
同
編
『
原
色
菊
花
図
譜
』

（
三
省
堂
、
一
九
三
二
年
）
二
～
四
、八
～
二
二
頁
。

（
11
）　

前
掲
、「
菊
花
の
栽
培
」
一
六
四
～
一
六
五
頁
。

（
12
）　

宮
沢
文
吾
「
花
卉
及
観
賞
植
物
の
発
達
」（
日
本
園
芸
中
央
会
編
『
日
本
園
芸

発
達
史
』
朝
倉
書
店
、
一
九
四
三
年
）
三
〇
二
頁
。

（
13
）　

国
立
国
会
図
書
館
と
横
浜
開
港
資
料
館
所
蔵
「
中
山
浩
二
郎
家
文
書
」
の
分

を
合
わ
せ
て
、
第
三
八
～
五
四
回
（
大
正
一
五
年
度
～
昭
和
一
六
・
一
七
年
度
、
第

四
四
回
、
第
五
三
回
を
除
く
）
の
所
蔵
が
判
明
し
て
い
る
。

（
14
）　
「
日
本
園
芸
会
規
則
」（『
日
本
園
芸
会
雑
誌
』
第
八
号
、
一
八
八
九
年
一
一
月
）

本
会
紀
事
一
頁
。

（
15
）　

日
本
園
芸
会
に
つ
い
て
は
、
飯
島
茂
「
日
本
園
芸
会
沿
革
誌
」（
前
掲
、
日
本

園
芸
中
央
会
編
『
日
本
園
芸
発
達
史
』
七
七
九
～
八
〇
〇
頁
）、
前
掲
、
近
藤
三
雄
・

平
野
正
裕
『
絵
図
と
写
真
で
た
ど
る
明
治
の
園
芸
と
緑
化
』
八
～
一
三
頁
。

（
16
）　

吉
田
進
「
日
本
園
芸
会
設
立
ノ
主
旨
」（『
日
本
園
芸
会
雑
誌
』
第
一
号
、

一
八
八
九
年
四
月
）
一
～
五
頁
。

（
17
）　

福
羽
逸
人
「
大
菊
栽
培
法
に
付
て
」（『
日
本
園
芸
会
雑
誌
』
第
三
九
号
、

一
八
九
二
年
一
二
月
）
二
～
一
〇
頁
。

（
18
）　

環
境
省
自
然
環
境
局
監
修
・
国
民
公
園
協
会
新
宿
御
苑
編
『
福
羽
逸
人
回
顧
録

【
解
説
編
】』（
国
民
公
園
協
会
新
宿
御
苑
、
二
〇
〇
六
年
）
一
三
八
～
一
五
九
頁
。

（
19
）　

小
井
川
元
吉
「
菊
花
栽
培
家
ニ
告
グ
」（『
日
本
園
芸
会
雑
誌
』
第
四
二
号
、

一
八
九
三
年
三
月
）
一
三
～
一
六
頁
。

（
20
）　
「
秋
香
会
闘
花
会
」（『
日
本
園
芸
会
雑
誌
』
第
八
四
号
、
一
八
九
八
年
三
月
）

六
七
～
六
九
頁
。
こ
れ
が
実
現
し
た
こ
と
は
後
述
す
る
。

（
21
）　

手
塚
豊
「
明
治
法
制
史
上
に
お
け
る
水
本
成
美
」（
手
塚
豊
『
手
塚
豊
著
作
集

第
一
〇
巻　

明
治
史
研
究
雑
纂
』
慶
應
通
信
、
一
九
九
四
年
、
初
出
一
九
四
四
年
）

六
三
～
七
九
頁
。

（
22
）　

学
海
日
録
研
究
会
編
『
学
海
日
録
』
第
四
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
）

一
八
七
七
年
六
月
一
七
日
、
一
一
月
三
日
、
四
三
、八
〇
～
八
一
頁
。

（
23
）　

田
村
景
福
「
中
菊
の
歴
史
と
そ
の
鑑
賞
法
」（『
実
際
園
芸
』
第
一
五
巻
第
八
号
、

一
九
三
三
年
一
一
月
）
一
八
～
一
九
頁
。

（
24
）　

松
濤
芳
俊
『
中
菊
の
作
り
方
』（
博
文
館
、
一
九
四
〇
年
）
二
四
～
二
五
頁
。

（
25
）　
『
熾
仁
親
王
行
実
』
巻
下
（
高
松
宮
、
一
九
二
九
年
）
四
五
四
～
四
五
七
頁
。

（
26
）　

本
節
で
は
『
熾
仁
親
王
日
記
』
巻
二
～
巻
六
（
高
松
宮
、
一
九
三
五
～

一
九
三
六
年
）
を
確
認
の
上
、
年
月
日
は
本
文
中
に
記
し
頁
数
は
省
略
し
た
。

（
27
）　

原
文
は
「
広
尾
植
木
舗
」
だ
が
、
一
八
七
九
年
一
一
月
一
五
日
の
日
記
に
「
池

上
本
門
寺
永
寿
院
庭
内
菊
縦
覧
、
夫
ヨ
リ
広
尾
笑
花
園
江
立
寄
」
と
あ
る
よ
う
に

広
尾
の
笑
花
園
と
推
定
で
き
る
。
共
に
田
村
景
福
が
挙
げ
る
中
菊
を
栽
培
し
て
い

た
場
所
で
あ
る
。

（
28
）　

田
村
景
福
が
水
本
の
遺
種
を
共
に
も
ら
っ
た
と
回
顧
す
る
、
旧
新
発
田
藩
主
溝

口
直
正
と
推
定
で
き
る
。
有
栖
川
宮
熾
仁
の
妃
董
子
は
溝
口
直
正
の
父
直
溥
の
養
女
。

（
29
）　

例
え
ば
、（
明
治
九
年
）
六
月
一
日
付
大
隈
重
信
宛
水
本
成
美
書
翰
（
早
稲
田

大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
編
『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
一
〇
、
み
す
ず
書
房
、

二
〇
一
四
年
、
五
七
頁
）
で
、
水
本
は
大
隈
に
「
昨
年
来
御
約
束
申
上
候
菊
秧
十
種
」

を
進
呈
し
て
い
る
。

（
30
）　
「
秋
香
会
の
起
源
」（
千
葉
胤
一
『
菊
花
培
養
大
観
』
読
売
新
聞
社
、
一
九
〇
八
年
）

一
二
七
～
一
二
八
頁
、
前
掲
、
田
村
景
福
「
中
菊
の
歴
史
と
そ
の
鑑
賞
法
」
一
八

～
一
九
頁
。
後
者
は
中
菊
愛
好
家
某
を
中
川
恒
三
郎
（
初
代
中
山
恒
三
郎
か
）
と

比
定
す
る
が
、
そ
の
没
年
と
異
な
る
た
め
別
人
で
あ
る
。
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（
31
）　
〔
大
庭
〕
柯
公
「
曾
禰
荒
助
論
」（『
中
央
公
論
』
第
二
四
四
号
、
一
九
〇
九
年

七
月
）
七
八
頁
。

（
32
）　
『
秋
香
会
養
菊
談
話
抄
』（
山
田
寛
之
助
編
・
発
行
、
一
八
九
二
年
）
三
～
一
二
頁
。

参
加
者
は
曾
禰
荒
助
会
長
（
養
菊
斎
主
人
と
号
し
て
い
る
）、
永
野
顗
山
、
福
羽
逸

人
、
田
村
景
福
、
安
田
貞
隆
、
小
笠
原
長
鼎
、
野
村
彭
邦
、
山
田
秀
俊
、
宮
崎
幸
麿
、

竹
田
実
行
、
藤
沢
親
之
、
三
宅
誠
意
、
山
田
寛
之
助
、
速
記
者
若
林
玵
蔵
。

（
33
）　

一
例
と
し
て
、「
蔵
相
邸
の
秋
香
会
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
〇
一
年
一
一

月
一
八
日
朝
刊
）。
同
紙
で
の
秋
香
会
の
報
道
は
「
秋
香
会
の
闘
花
会
」（『
東
京
朝

日
新
聞
』
一
九
一
一
年
一
一
月
二
五
日
朝
刊
）
が
最
後
で
、
明
治
期
に
限
定
さ
れ
る
。

（
34
）　

市
川
之
雄
「
明
治
大
正
年
間
に
於
け
る
菊
花
栽
培
の
変
遷
」（『
実
際
園
芸
』
第

三
巻
第
五
号
、
一
九
二
七
年
一
一
月
）
四
六
三
頁
。

（
35
）　

前
掲
、
松
濤
芳
俊
『
中
菊
の
作
り
方
』
二
六
頁
。

（
36
）　

例
え
ば
、『
読
売
新
聞
』
園
芸
記
者
千
葉
晩
香
の
連
載
「
京
浜
園
芸
家
歴
訪
録
」

の
「
実
業
界
の
大
立
物
立
川
勇
次
郎
氏
を
訪
ふ
」（『
読
売
新
聞
』
一
九
〇
八
年
九

月
六
日
朝
刊
）
は
、
京
浜
電
気
鉄
道
株
式
会
社
の
立
川
勇
次
郎
を
訪
ね
、「
記
者
の

花
友
中
山
恒
三
郎
氏
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
」
菊
苗
を
目
に
し
た
と
記
す
。

（
37
）　

福
地
喜
一
郎
「
大
菊
の
分
類
と
品
位
」（『
実
際
園
芸
』
第
三
巻
第
五
号
、

一
九
二
七
年
一
一
月
）
五
二
一
～
五
二
二
頁
。

（
38
）　
「
雑
報
」（『
日
本
之
園
芸
』
第
一
二
号
、
一
八
九
九
年
一
月
）
五
二
頁
、「
秋
香

会
ノ
菊
」（『
日
本
園
芸
会
雑
誌
』
第
九
二
号
、
一
九
〇
〇
年
一
月
）
二
三
～
二
四
頁
。

（
39
）　

前
掲
、『
中
菊
の
作
り
方
』
二
八
～
二
九
頁
。

（
40
）　
「
全
国
菊
花
大
競
技
会
」（『
日
本
園
芸
雑
誌
』
第
二
一
年
第
一
一
号
、

一
九
〇
九
年
一
一
月
）
六
五
頁
、「
全
国
菊
花
大
競
技
会
」（『
日
本
園
芸
雑
誌
』
第

二
一
年
第
一
二
号
、
一
九
〇
九
年
一
二
月
）
六
〇
～
六
五
頁
。
こ
の
会
に
つ
い
て

は
、
前
掲
、
近
藤
三
雄
・
平
野
正
裕
『
絵
図
と
写
真
で
た
ど
る
明
治
の
園
芸
と
緑
化
』

一
六
頁
。

（
41
）　

前
掲
、
福
地
喜
一
郎
「
大
菊
の
分
類
と
品
位
」
五
二
一
頁
。

（
42
）　

前
掲
、
宮
沢
文
吾
「
花
卉
及
観
賞
植
物
の
発
達
」
三
〇
三
～
三
〇
四
頁
。

（
43
）　

石
川
保
太
郎
「
中
菊
の
小
鉢
栽
培
法
」（『
実
際
園
芸
』
第
九
巻
臨
時
増
刊
号
「
菊

花
栽
培
大
観
」、
一
九
三
〇
年
一
一
月
）
一
八
三
頁
。

（
44
）　

石
川
保
太
郎
「
中
菊
の
流
行
品
種
解
説
」（『
実
際
園
芸
』
第
一
五
巻
第
八
号
、

一
九
三
三
年
一
一
月
）
二
〇
一
頁
。

（
45
）　
「
中
菊
振
興
座
談
会　

第
二
回
」（『
農
業
世
界
』
第
三
五
巻
第
一
三
号
、

一
九
四
〇
年
一
一
月
）
九
四
～
九
五
頁
。

（
46
）　

実
際
園
芸
編
輯
局
「
東
京
に
於
け
る
菊
花
団
体
し
ら
べ
」（『
実
際
園
芸
』
第
三

巻
第
五
号
、
一
九
二
七
年
一
一
月
）
五
〇
〇
頁
。

（
47
）　

国
立
国
会
図
書
館
に
は
、
千
秋
会
の
会
報
の
一
部
（
第
七
～
八
号
、
一
一
号
、

創
立
十
五
周
年
記
念
号
、
一
六
号
）
の
み
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
梶
山
一
直
・
福
地

喜
一
郎
編
『
菊
の
栞
』（
東
京
重
陽
会
事
務
所
、
一
九
二
〇
年
）、
東
京
重
陽
会
編
『
菊

の
栽
培
十
二
ケ
月
』（
太
陽
堂
書
店
、
一
九
二
九
年
）、
深
井
清
徳
・
笠
羽
清
吉
共

述
『
大
菊
の
作
り
方
』（
千
秋
会
、
一
九
二
六
年
）、
長
生
会
編
『
小
菊
栽
培
案
内
』（
長

生
会
、
一
九
二
一
年
）
な
ど
、
栽
培
方
法
を
解
説
す
る
書
籍
も
出
版
さ
れ
た
。

（
48
）　

奥
田
繁
治
郎
「
大
菊
を
誇
る
京
の
昔
と
今
」（『
実
際
園
芸
』
第
一
五
巻
第
八
号
、

一
九
三
三
年
一
一
月
）
二
二
～
二
四
頁
。

（
49
）　

池
田
喜
兵
衛
「
私
の
理
想
と
す
る
大
菊
の
鑑
賞
法
」（『
実
際
園
芸
』
第
五
巻
臨

時
増
刊
「
菊
花
栽
培
秘
訣
」、
一
九
二
八
年
一
〇
月
）
四
〇
頁
。

（
50
）　

木
村
太
一
郎
「
大
菊
の
現
在
と
其
進
路
」（『
実
際
園
芸
』
同
右
）
九
四
頁
。

（
51
）　

以
下
、
中
山
恒
三
郎
家
に
つ
い
て
は
中
山
健
編
・
公
益
財
団
法
人
横
浜
市
ふ
る

さ
と
歴
史
財
団
監
修
『
松
林
甫　

都
筑
郡
中
山
恒
三
郎
家
の
記
録
（
一
）』（
多
賀

商
事
、
二
〇
一
八
年
）。

（
52
）　

前
掲
、『
熾
仁
親
王
日
記
』
巻
五
、五
四
〇
頁
。
前
日
の
鹿
児
島
県
士
族
今
井
兼

角
邸
訪
問
と
並
び
、
水
本
没
後
の
『
熾
仁
親
王
日
記
』
で
は
数
少
な
い
菊
に
関
す

る
記
述
で
あ
る
。

（
53
）　
「
川
和
の
菊
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
八
八
九
年
一
一
月
七
日
朝
刊
）。

（
54
）　

松
林
圃
主
人
〔
三
代
目
中
山
恒
三
郎
〕「
正
菊
に
就
い
て
」（『
盆
栽
雅
報
』
第

一
〇
四
号
、
一
九
一
四
年
一
月
）
六
頁
。

（
55
）　

柳
瀬
静
之
助
「
中
菊
の
品
種
と
中
鉢
培
養
手
引
」（『
実
際
園
芸
』
第
一
七
巻
第

七
号
、
一
九
三
四
年
一
一
月
）
六
五
四
頁
。
三
代
目
没
後
で
あ
る
た
め
、
こ
の
中

山
恒
三
郎
は
四
代
目
ま
た
は
中
山
家
全
体
を
指
す
。

（
56
）　

前
掲
、
石
川
保
太
郎
「
中
菊
の
流
行
品
種
解
説
」
二
〇
六
頁
、
小
原
厚
「
中
菊
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の
作
り
方
」（『
実
際
園
芸
』
第
二
三
巻
第
五
号
、
一
九
三
七
年
一
一
月
）
六
三
九
頁
。

（
57
）　

前
掲
、
石
川
保
太
郎
「
中
菊
の
小
鉢
栽
培
法
」
一
八
三
～
一
八
四
頁
。

（
58
）　

前
掲
、
松
濤
芳
俊
『
中
菊
の
作
り
方
』
六
頁
。

（
59
）　

前
掲
、「
中
菊
振
興
座
談
会　

第
二
回
」
一
〇
〇
～
一
〇
一
頁
。
な
お

一
九
四
〇
年
に
は
、
日
本
の
桜
に
対
し
て
杏
を
満
洲
国
の
国
民
花
と
す
る
「
杏
国

民
花
運
動
」
な
る
も
の
が
提
唱
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
念
頭
に
置
い
た
可
能
性
が

あ
る
（
高
媛
「
帝
国
の
風
景
」、Journal of Global M

edia Studies,	

第
一
一
号
、

二
〇
一
二
年
一
二
月
、
二
〇
頁
）。

（
60
）　

前
掲
、『
松
林
甫
』
一
三
頁
。

〔
付
記
〕

本
稿
は
横
浜
開
港
資
料
館
・
横
浜
都
市
発
展
記
念
館
共
同
研
究
事
業
「
中
山
恒
三

郎
研
究
会
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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